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3 一 飲酒 に 対す る 固定 刑 


@⑮ ハス シン (酒類 ) と は : いか な る 種類 の 飲料 物 で あろ うと 、 理 性 の 働き を 妨げ 、 閉 鎖 さ せ 
て し まう 物質 の こと で す 。 


人 @ 沢山 飲酒 すれ ば 本 親 を 及ぼ す よ うな 飲料 物 は 、 例 え 少 量 で あっ て も 例外 な く 非 合法 で す 。 


アー イシ ャ ( 役 女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア デッラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ 
ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 、 ど ム ゥ アデ - 蜂 窒 か ら 造 られ た 飲料 物 - に つい て 誠 ね られ 、 
こう 言 いま し た : “沢山 飲酒 すれ ば 本 町 を 及ぼ す よ うな 飲料 物 は 、 全 て 非 合 法 で ある 。“」( ア 
ニダ ハー リー と ヘリ の の 合 示 り 


@ 飲 酒 に 対す る 固定 刑 が 定め られ た こと に 潜む 英知 : 


酒類 は 悪 の 根源 で す 。 そ し て 飲用 で あろ う が 、 は た また 売買 、 製 造 な ど で あ ろう が 、 そ 
の 摂取 へ と 導く あら ゆる 行為 は 全て 、 い か な る 形 で あろ うと 禁じ られ ます 。 

酒類 は それ を 摂取 する 者 の 理性 を 鈍ら せ 、 そ の 心身 や 財産 、 子 息 や 尊厳 、 個 人 や や 社会 に 
対す る 有害 な 行為 を 生じ し させ ます 。 また 高血圧 や 、 本 人 と その 子孫 の 知 的 障害 や 精神 障害 
そし て 身体 障害 や 犯罪 性 な どの 原因 と も な り ま す 。 

また 飲酒 は 善悪 の 判断 を 司る 理性 を 鈍ら せる 快楽 と 層 惚 感 で もり 、 本 町 状態 に ある 者 は 
自分 の 言っ て いる こと も 分 か り ま せん 。 こ の よう な 理由 か ら イ スラ ー ム は 飲酒 を 禁じ 、 そ 
れ を 取り 扱う 者 に 対し て の 茂 し い 懲 六 を 定め た の で す 。 


1 一 至 両 の アッ フラー は 仰 ら れ ま し た : 《 信 仰 す る 者 た ちよ 、 酒 と 賭け 事 、 偶 像 と アル テ ゲ 
ズ ジ ー ス 2 は シャ アタ ー ン (悪魔 ) の 行い で あり 、 不浄 で あめ る 。 ゆ え に そ れ ら を 人 放 ける の だ 。 
(そう すれ ば ) あな た 方 は 成功 する で あろ う 。 シャ イタ ー ン は 酒 と 賭け 事 を も っ て 、 あ な 
た 方 の 間 に 敵 意 や 憎悪 を も た らし 、 そ し て あな た 方 を チッ ラー の ズ ア クル ( 念 唱 、 想 起 ) 
や ダテ ジー (礼拝 ) か ら 可 の けた い の で ある 。 一体 あ な た 方 は (それ ら を ) 止め な いと いう 
の か ? ぅ 5 (クル アー ン 5 : 90 - 91) 


2 デー ア クー クラ イン ( 伐 に アッ シー の て 滑 作 あれ ) 選 よ れ ほ 、 デ ッ ク シー の 全 全 ( 伐 @ ア 
ッ ラ テラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こう 言い まし た : 「 秦 淫 を 犯す 者 は 、 ろ ウミ ン (イー マー 


愉 4 が 人 こ ジ グッ プル ニー ン か デー (5596) の セー クッ の ス リ リム の 001) 上 当 は アル テンパ うり 人 の や の ) 
2 訳者 注 :「 ア ルニア ズラ ー ム 」 と は 、 当 時 賭け 事 や くじ 引き に 使わ れ て いた 火打 石 の こと で ある と 言わ 
れ ま す 。 
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ン の 徒 ) 3 で ある 状態 の 時 に 姦淫 する 事 は な い 。 ま た 飲酒 を 犯す 者 は 、 ろ ウミ ン (イー マー 
ン の 徒 ) で ある 状態 の 時 に 人 が 飲酒 する こと は な い 。 ま た 交 人 は みう クミ さ ン と (イー マー ン の 
徒 ) で ある 状態 の 時 に 盗み を 犯す こと は な い 。 そ し て 人 は る ジミン (イー マー ン の 徒 ) で 
ある 状態 の 時 に 、 人 々 が 目 を 見 開く よう な (価値 の ある ) 物品 を 略 稚 する こと は な い の だ 。」 
(アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 9 


@⑯ 飲酒 に 対す る 固定 刑 の 確定 : 
飲酒 に 対す る 固定 刑 は 、 以 下 の い ずれ か に よっ て 確定 し ます : 
1 一 飲酒 の 目 認 。 
2 一 宗教 を 栖 守 し 常識 を 備え た 男性 2 人 の 証言 。 

@ 飲酒 を し た 者 に 対す る 懲 六 : 


1 一 ムスリム が 自ら の 選択 で 、 そ れ を 多量 に 飲酒 すれ ば 本 町 する こと を 知り つつ 何ら か の 
酒類 を 飲ん だ の で あれ ば 、40 回 の 鞭打ち 刑 が 科 さ れ ま す 。 和尚 統治 者 5 は 、 も し 人 々 の 間 に 飲 
酒 が は び こ っ て いる よう な 場合 、 そ れ を 裁量 に よっ て 80 回 に まで 増やす こと も 出来 ます 。 


2 一 初め て 飲酒 を し た 者 は 、 飲 酒 の 固定 刑 を 科 さ れ ま す 。 そ れ は 2 度目 で も 3 度目 で も 同 
様 で す 。 し か し 4 度目 に 至っ た 場合 は 、 統 治 者 は 人 々 の 保護 と 腐敗 防止 の た め に その 者 を 
拘束 し 、 裁 量刑 に よっ て 死刑 に 処す こと も 可能 で す 。 


8 一 現世 で 飲酒 を し 、 そ の 人 罪 を 悔 民 する こと の な か っ た 者 は 、 例 え 天 国 に 入れ た と し て も 
来世 で それ を 味わう こと は 出来 ませ ん 。 ま た 飲酒 の 常習 者 は 、 天 国 に は 入れ ませ ん 。 ま た 
飲酒 し て 楓 町 し た 者 は 、40 日 間 そ の サラ ー ( 六 拝 ) を 受け 入れ られ ませ ん 。 飲酒 者 は 悔 悟 
サル M ま プ ツタ ー の で れる を 党 り 会 0 て 下さ る ぐ GL まう パパ 、 そ で そう で な けれ ん は MK 人 る こと 
な る で し ょ う 。 ま た 飲酒 を 繰り 返す 者 は 、 審 判 の 日 に 地獄 の 徒 の 体液 を 飲ま され る こと に 
oN 


① ジャ ー ビ ル ( 役 に ア ッ ラ ー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ジ ャ イシ ャ ー ン - イエ メン の 地 
名 - か ら 1 人 の 男 が や っ て 来 て 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に 彼 
ら の 地 で 飲ま れ て いる さ マズル と いう 名 の 、 と う も ろ こ し か ら 造 られ た 飲料 に つい て 誰 
ね まし た 。 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祈 福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :!「“ そ れ は 本 
町 を 催さ せる か ?" ( 男 は ) 言い まし た : “ええ 。 人 ( 拓 言 者 は ) 言い まし た : “杉町 を 
1 訳 省 社 5) 須 しく ロー クツ セード と イー マー ツン) の 旧 の | イー マー ン と イー マー ンジ の 請 全 休 」 の 下る 
参照 の こと 。 
4 が 一 プッ ツア ルー プ ハ ハー リー (6772) サモ デ フッ ムズ スリム (57)。 太夫 き ア ルー ジア ペ ー リ ー の も の 。 
5 訳者 注 : イス ラー ム 法 で 裁く 統治 者 の こと で す 。 
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催さ せる 物 は 、 全 て 非 合 法 で ある 。 僅 大 か つ 荘 厳 な る アッ ラー は 、 本 町 を 催さ せる 物 
を 飲む 者 に 忌まわしい 泥 を 飲ま せる こと を お 約束 な され た 。” ( 教 友 た ち は ) 言い まし 
た : "アッ プー の 使徒 よ 、 忌 まわ し い 泥 と は 何で すか ?” (アッ ラー の 使徒 は ) 言い ま 
し た : “地獄 の 民 の 汗 、 あ る い は 地獄 の 民 の 体 漆 で ある 。」( ム スリ ム の 伝承 6) 


② イブ プン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 漬 違 あれ ) に よれ ば 、 ア デッラ ー の 使徒 ( 役 に ア 
ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 現 世 で 酒 を 飲み 、 そ れ を 悔 悟 す る こ 
と も な く 死 ん だ 者 は 、 来 世に お いて それ を 口 に する こと が な いで あろ う 。」( ア ル テ ブ 
パー リー と バス ルム ベ の 信 示 2) 


@ 流 治 者 は 油 條 の 廃棄 や 人 造 酒 工場 の 焼却 な ど 、 飲酒 の 禁止 と 抑 止 に つなが る よう な 処 六 を 
その 状況 に お ける 福利 に 応じ て 裁量 刑 と し て 実行 する こと が 出来 ます 。 


@ 床 楽 に 関し て : 


PR 心身 に 脱力 感 や 麻痺 状態 を も た ら す よう な 物質 の こと で す 。 ま 
た 麻 楽 に は 中 毒 作用 が あり 、 病 気 や 諸悪 の 原因 で も あり ます 。 


礎 楽 は その 摂取 は も ちろ ん の こと 、 そ の 人 密輸 や 取引 、 商 売 な ども 禁じ られ て いま す 。 統 
治 者 は 悪 と 腐敗 の 根絶 と 、 人 の 生命 と 財産 と 尊厳 と 理性 の 保護 の た め 、 そ の よう な こと に 
携わる 者 た ち を 死刑 や 鞭打ち 刑 、 拘 禁 刑 や 六 金 刑 な ど 、 福 利 に 叶う 形 で の 刑 六 に 処す こと 


麻薬 を 取り 扱っ た 者 に 対す る 固定 刑 : 


その 危険 性 の 大 き さ と 破滅 的 な 被害 ゆえ 、 あ る 学者 た ち は 麻 薬 を 取り 扱っ た 者 に 対し て 
以下 の よう な 刑 前 を 提案 し て いま す : 


1 一 麻 楽 を 密輸 する 者 は その 害悪 と 悪質 さゆ え 、 そ の 懲罰 は 死刑 。 


ー 麻 楽 を 売買 や 製造 、 輸 出 や 贈与 な ど に より 事実 上 その 普及 に 真 献 す る 者 は 、 そ れ が 初 
犯 で ある 場合 に お いて 拘禁 刑 や 鞭打ち 刑 や 罰金 、 あ る い は それ ら の 重複 刑 な ど 裁判 官 が 適 
当 で ある と 判断 する 裁量 刑 に 処し ます 。 
そし て も し 犯行 を 問 り 返 し た 場合 に は 、 例 え そ れ が 死刑 で や っ て も 、 社 会 の 悪 を 根絶 す 
に ふさ わし い 形 の 裁量 刑 で その 者 を 処し ます 。 と いう の も この よう な 犯行 を 繰り 返す 者 
60 生 R9MKkehek 和 0 


6 サ ヒ ビー フ ・ ム スリ ム (2002)。 
7 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5575) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2003) 。 文章 は アル ニテ ブ ハー リー の も の 。 
りう 


@⑯ 麻 楽 以外 で 覚醒 効果 や 政 緩 効 上 果 の ある 物質 の 摂取 に 関し て : 


つま り 煙 草 や ジテ ー ク 8、 タ ー ム 9 な ど 摂 取 者 に 酷 町 を 及ぼ すこ と も な く 、 ま た 理性 の 働き 
を 放っ て し まう まで に は 至ら な いま で も 、 身 体 に 覚醒 効果 や 綴 綾 効果 を 及ぼ す も の の こと 
で す 。 これ ら の 物 は 人 の 宗教 と 健康 、 身 体 と 財産 と 理性 を 損なう 物 で あり 、 そ の 摂取 を 許 
され ませ ん 。 

この よう な 物 を 摂取 する 者 は 裁判 官 が 福利 を 考慮 し つつ 、 そ の 裁量 に よる 刑 を 科 し ます 。 


8 訳者 注 : 煙草 に 発酵 し た 果実 を 混合 させ た 物 。 
9 訳者 注 : 主 に イエ メン 地方 で 嗜好 され る 、 軽 度 の 覚醒 作用 の ある 植物 の 葉 や 芽 。 
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